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【
資
料
紹
介
】
鍋
島
伊
都
子
『
大
磯
日
記
』（
明
治
三
十
年
） 

小
田
部 

雄
次
（
静
岡
福
祉
大
学
名
誉
教
授
） 

 

『
大
磯
日
記
』
は
旧
佐
賀
鍋
島
藩
主
で
あ
っ
た
鍋
島
直
大
侯
爵
の
次
女
の
伊
都
子
の

鍋
島
家
の
大
磯
別
荘
滞
在
中
の
日
記
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
二
月
十
四

日
か
ら
三
月
二
十
八
日
ま
で
の
お
よ
そ
一
カ
月
半
ほ
ど
の
滞
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ

鍋
島
家
は
、
春
は
大
磯
、
夏
は
日
光
に
滞
在
し
て
い
た
よ
う
で
、
伊
都
子
に
は
同
年
七

月
二
十
八
日
か
ら
八
月
二
十
九
日
ま
で
と
、
翌
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
二
十
九
日

ま
で
の
『
日
光
日
記
』
も
あ
る
。 

ま
た
伊
都
子
に
は
、
明
治
三
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）

六
月
三
日
ま
で
、
一
部
空
白
は
あ
る
が
、
七
十
七
年
六
カ
月
に
お
よ
び
ほ
ぼ
毎
日
綴
っ

た
日
記
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
一
部
は
す
で
に
拙
著
『
梨
本
宮
伊
都
子
妃
日
記
』（
小
学
館 

一
九
九
一
年
）
で
紹
介
し
た
。 

こ
れ
ら
の
日
記
を
記
し
た
伊
都
子
は
、
明
治
三
十
三
年
二
月
二
十
八
日
に
皇
族
の
梨

本
宮
守
正
王
と
結
婚
し
て
、
梨
本
宮
妃
と
な
っ
て
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
代
の
天

皇
の
時
代
を
天
皇
皇
后
や
各
皇
族
は
じ
め
華
族
ら
と
親
密
な
交
流
を
築
い
て
き
た
。
そ

の
断
片
も
日
記
の
随
所
に
み
ら
れ
、
か
つ
て
の
上
層
階
級
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一
端

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

伊
都
子
は
昭
和
二
十
二
年
十
月
二
十
四
日
に
皇
籍
離
脱
す
る
ま
で
皇
族
妃
の
地
位
に

あ
り
、
そ
の
後
、
一
般
市
民
と
な
り
、
一
代
で
華
族
令
嬢
、
皇
族
妃
、
一
般
市
民
と
い

う
稀
有
の
生
涯
を
送
っ
た
女
性
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
変
転
の
人
生
を
送
っ
た
伊
都
子

の
日
記
は
、
日
本
の
近
現
代
史
の
歩
み
を
み
つ
め
な
お
す
上
で
も
重
要
な
も
の
と
い
え

る
。 な

お
伊
都
子
は
七
十
七
年
に
お
よ
ぶ
日
々
の
日
記
の
ほ
か
に
も
、
皇
族
妃
と
し
て
欧

州
王
室
を
訪
問
し
た
際
の
日
記
、
関
東
大
震
災
の
と
き
の
日
記
の
ほ
か
、
戦
時
中
の
体

験
を
ま
と
め
た
記
録
な
ど
、
数
多
く
の
日
記
や
手
記
を
残
し
た
。
な
か
で
も
『
大
磯
日

記
』
は
日
々
の
日
記
よ
り
も
早
い
時
期
の
日
記
で
あ
り
、
現
存
す
る
伊
都
子
の
日
記
で

は
も
っ
と
も
若
い
時
代
の
も
の
と
い
え
る
。 

『
大
磯
日
記
』
の
前
年
の
明
治
二
十
九
年
十
月
十
三
日
に
満
十
五
歳
の
伊
都
子
は
梨

本
宮
守
正
王
と
婚
約
し
て
お
り
、
鍋
島
伊
都
子
と
し
て
最
後
の
独
身
時
代
を
過
ご
し
て

い
た
こ
ろ
の
記
録
と
も
な
っ
て
い
る
。 

大
磯
に
は
明
治
十
八
年
に
軍
医
総
監
の
松
本
順
が
国
民
の
健
康
管
理
の
た
め
に
照
ヶ

崎
に
開
設
し
た
日
本
最
初
の
海
水
浴
場
が
あ
っ
た
。
明
治
二
十
年
に
は
大
磯
に
東
海
道

線
の
停
車
場
が
で
き
、禱
龍
館
や
招
仙
閣
と
い
う
旅
館
も
建
ち
、海
水
浴
客
も
増
え
た
。 

大
磯
に
は
伊
藤
博
文
の
滄
浪
閣
は
じ
め
政
財
界
の
実
力
者
た
ち
の
別
邸
も
多
く
建
ち
、

鍋
島
家
も
明
治
二
十
九
年
ご
ろ
に
別
荘
を
建
て
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
伊
都
子
の
『
大
磯

日
記
』
は
鍋
島
別
邸
が
で
き
た
翌
年
の
春
の
こ
と
で
あ
り
、
使
い
は
じ
め
た
ば
か
り
の

こ
ろ
と
い
え
る
。
ま
た
春
な
の
で
海
水
浴
で
は
な
く
、
温
暖
な
春
の
海
岸
で
保
養
す
る

の
が
目
的
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

『
大
磯
日
記
』
に
は
、
両
親
で
あ
る
鍋
島
直
大
、
栄
子
の
ほ
か
、
当
時
四
歳
の
妹
の

尚
子
や
鍋
島
家
の
職
員
た
ち
の
動
き
が
記
さ
れ
る
。
両
親
は
し
ば
し
ば
宮
中
の
用
務
な

ど
で
東
京
に
戻
っ
た
り
、
姻
戚
で
あ
る
鎌
倉
の
前
田
家
別
荘
に
出
向
い
た
り
し
た
。
伊

都
子
も
平
塚
ま
で
松
露
と
り
に
で
か
け
る
な
ど
、
大
磯
を
拠
点
に
東
海
道
線
沿
線
の
地

に
で
か
け
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

ち
な
み
に
、
伊
都
子
は
気
温
を
華
氏
で
書
い
て
い
る
。
日
記
に
は
華
氏
で
「
六
十
五

度
」、「
五
十
一
度
」、「
三
十
二
度
」
な
ど
と
あ
り
、
摂
氏
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
十
八
・
三

度
」、「
十
・
六
度
」、「
零
度
」
と
な
る
。 

な
お
、
日
記
原
文
に
は
句
読
点
や
濁
点
な
ど
が
な
い
箇
所
も
あ
る
が
、
読
み
や
す
さ

を
重
視
し
て
、
適
宜
、
句
読
点
や
濁
点
を
付
し
た
。
誤
記
や
記
載
漏
れ
な
ど
は
【
】
で

修
正
し
た
。
日
記
中
の
人
物
な
ど
に
つ
い
て
は
わ
か
る
範
囲
で
簡
単
な
注
を
付
し
た
。 

48 



―   (2) ― 

 

  

                       

明
治
卅
年
二
月
十
四
日
よ
り
三
月
二
十
八
日
迄 

大
磯
日
記 

 

十
四
日
（
日
） 

六
十
五
度 

午
後
十
二
時
半
の
汽
車
に
て
東
京
を
出
立
し
、
同
二
時
四
十
八
分
に
大
磯
駅
に
着
き
、

そ
れ
よ
り
人
力*

に
て
御
別
荘*

さ
し
て
は
し
り
、
七
分
間
に
て
着
す
。
そ
れ
よ
り
い
ろ

〱
の
人
御
あ
い
さ
つ
に
出
、
い
ろ

〱
し
て
夜
に
入
。 

＊
人
力 

大
磯
駅
か
ら
鍋
島
別
荘
ま
で
人
力
車
で
七
分
だ
っ
た
。 

＊
御
別
荘 

鍋
島
侯
爵
家
の
別
荘
。
敷
地
は
西
小
磯
稲
荷
松
の
畑
や
山
林
で
四
七
一
三
坪
あ
っ
た

と
い
う
。
こ
の
明
治
三
十
年
に
は
皇
太
子
嘉
仁
（
の
ち
大
正
天
皇
）
が
来
邸
し
「
迎
鶴
楼
」
と

名
づ
け
ら
れ
た
（
鈴
木
昇
『
大
磯
の
今
昔
（
八
）』）。 

 
 

 
 

十
五
日
（
月
） 

天
気
大
に
よ
し
、
朝
起
い
で
直
に
海
岸
に
行
。
此
日
は
常
宮
周
宮*

両
宮
は
三
嶋*

へ
御

出
に
て
、
東
京
を
七
時
三
十
分
の
汽
車
に
て
御
出
ゆ
ゑ
、
大
磯
九
時
半
こ
ろ
御
と
ま
り

に
な
り
、
御
両
親
様*

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
御
見
送
り
に
な
る
。
あ
と
は
つ
ま
ら
ぬ
こ
と

故
か
ゝ
げ
ず
。 

＊
常
宮
周
宮 

明
治
天
皇
皇
女
の
昌
子
内
親
王
と
房
子
内
親
王
。
そ
れ
ぞ
れ
明
治
二
十
一
年
生
ま

れ
、
明
治
二
十
三
年
生
ま
れ
で
、
明
治
十
五
年
生
ま
れ
の
伊
都
子
よ
り
六
歳
下
、
八
歳
下
。
の

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
竹
田
宮
恒
久
王
妃
、
北
白
川
宮
成
久
王
妃
と
な
る
。 

＊
三
嶋 

三
嶋
に
は
三
嶋
大
社
が
あ
っ
た
。
当
時
は
東
海
道
線
に
三
嶋
駅
は
な
く
、
多
く
は
沼
津

経
由
だ
っ
た
。 

＊
御
両
親
様 

鍋
島
直
大
と
栄
子
。 

 

十
六
日 

別
に
此
日
は
か
く
事
も
な
け
れ
ば
や
め
。 

図 明治 30 年ごろの大磯町 
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十
七
日 

朝
お
き
見
れ
ば
め
づ
ら
し
く
雪
降
て
、
あ
た
り
の
山
々
ゑ
も
い
わ
れ
ぬ
美
し
さ
な
り
け

り
。
午
後
一
時
こ
ろ
よ
り
海
岸
を
あ
る
き
禱
龍
か
ん*

【
へ
】
ま
い
り
歌
子*

先
生
の
所
を

御
見
舞
し
、
と
な
り
の
松
平
千
代
子*

様
の
と
こ
ろ
に
い
ろ

〱
御
話
申
上
、
二
時
半
過

に
家
に
帰
へ
る
。 

＊
禱
龍
か
ん 

禱
龍
館
。
大
磯
町
の
旅
館
。
大
磯
停
車
場
の
南
方
、
海
岸
側
に
あ
っ
た
。 

＊
歌
子 

中
島
歌
子
。
私
塾
「
萩
の
塾
」
の
創
設
者
で
、
樋
口
一
葉
の
師
と
し
て
知
ら
れ
る
。
夫
が

幕
末
の
天
狗
党
の
乱
に
加
担
し
た
罪
で
自
害
す
る
な
ど
水
戸
の
国
学
者
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
。
ま
た
維
新
後
に
御
歌
掛
か
ら
御
歌
所
長
と
な
る
高
崎
正
風
の
知
遇
を
受
け
る
な
ど
し
て
、

明
治
期
の
上
流
階
級
の
子
女
な
ど
に
和
歌
や
書
を
指
南
す
る
よ
う
に
な
り
、
鍋
島
家
も
そ
の
指

導
を
受
け
て
い
た
。
弘
化
元
年
十
二
月
十
四
日
（
一
八
四
四
年
一
月
二
十
一
日
）
生
ま
れ
で
、

当
時
は
か
ぞ
え
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
の
ち
明
治
三
十
六
年
に
亡
く
な
る
。 

＊
松
平
千
代
子 

彦
根
藩
主
で
大
老
で
あ
っ
た
井
伊
直
弼
の
次
女
の
千
代
子
か
？
高
松
藩
主
松
平

頼
聡
の
正
室
で
あ
っ
た
が
幕
末
の
動
乱
期
に
あ
っ
て
一
度
離
婚
し
、
再
び
復
縁
し
た
。
は
じ
め

弥
千
代
、
復
縁
し
て
於
千
代
と
し
た
が
の
ち
に
千
代
子
と
称
す
る
。
弘
化
三
年
一
月
十
六
日
（
一

八
四
六
年
二
月
十
一
日
）
生
ま
れ
で
、
当
時
は
か
ぞ
え
五
十
二
歳
。
昭
和
二
年
に
亡
く
な
っ
た
。 

 

十
八
日 

此
日
は
御
両
親
様
一
寸
東
京
へ
御
帰
り
に
な
る
。
其
故
は
父
上
様
御
代
拝
の
為
な
り
。

十
時
二
十
一
分
大
磯
発
に
て
御
出
に
な
る
。
わ
れ
御
見
送
り
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
行

し
に
風
ひ
ど
く
し
て
目
も
明
ら
れ
ぬ
ほ
ど
な
り
き
。そ
れ
よ
り
か
へ
り
に
町
の
方
へ
行
、

芝
居
の
前
を
通
り
海
岸
へ
出
、
家
に
か
へ
る
。
午
後
は
こ
も
り
き
り
也
。 

 

十
九
日 

大
雪 

又
々
お
き
見
れ
ば
大
雪
也
。
此
日
は
ま
た
御
両
親
様
大
磯
へ
御
帰
へ
り
に
な
る
ゆ
ゑ
、

朝
は
か
み
を
そ
ろ
ゑ
て
御
ま
ち
申
上
る
。
午
後
四
時
七
分
に
御
着
に
な
る
。 

 

廿
日 

同 

な
ほ

〱
雪
つ
も
り
し
故
お
き
て
少
し
た
ち
庭
に
出
、雪
の
尺
を
見
ん
と
て
お
り
し
に
、

く
じ
ら
七
寸*

ほ
ど
あ
り
。
午
後
は
雪
だ
る
ま
を
こ
し
ら
へ
な
ど
し
て
あ
そ
ぶ
。 

＊
く
じ
ら
七
寸 

く
じ
ら
尺
一
寸
は
約
三
・
八
セ
ン
チ
。
七
寸
は
約
二
六
・
五
セ
ン
チ
。 

 

廿
一
日 

天
気 

此
日
は
別
に
め
づ
ら
し
き
事
な
し
。
只
海
岸
へ
い
で
石
な
ど
ひ
ろ
ふ
也
。 

 

廿
二
日 

少
し
天
気 

此
日
は
午
後
よ
り
運
動
に
い
で
禱
龍
か
ん
の
岩
の
所
ま
で
行
し
に
、
歌
子
先
生
御
よ
び

被
成
、
又
先
生
の
所
に
上
り
、
い
ろ

〱
な
も
の
い
た
だ
き
、
か
へ
り
道
に
て
お
客
と

て
御
父
様
お
さ
き
に
御
か
へ
り
に
な
る
。わ
れ

〱
も
御
あ
と
よ
り
か
へ
り
て
み
れ
ば
、

御
客
は
学
習
院
の
先
生
森
義
則
と
い
ふ
人
な
り
。
又
も
ひ
と
り
は
田
中
一
郎
な
り
。
そ

れ
よ
り
掛
時
計
を
な
ほ
し
た
り
、
海
岸
へ
行
た
り
し
て
五
時
四
十
九
分
に
て
か
へ
り
た

り
。 

 

廿
三
日 

く
も
り 

此
日
は
朝
お
き
れ
ば
空
く
も
り
て
雨
も
よ
う
な
り
し
故
、
そ
と
に
は
出
ら
れ
ず
と
て
、

か
み
な
ど
そ
ろ
へ
湯
へ
も
は
い
り
居
れ
ば
、
少
し
ぱ
ら

〱
と
雨
降
い
だ
し
た
り
。
午

後
は
や
み
し
故
い
ず
れ
ば
又
降
い
だ
す
。
一
日
こ
も
り
き
り
な
り
。 

 

二
十
四
日 
天
気
大
に
よ
し 

午
前
九
時
半
ご
ろ
一
寸
海
岸
へ
行
て
見
れ
ば
、
西
の
方
に
舟
あ
が
り
け
れ
ば
見
に
ゆ
き
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た
り
。
見
れ
ば
あ
ま
た
の
魚
と
れ
て
、
中
に
か
に
と
た
こ
と
あ
り
。
そ
れ
を
も
ら
ひ
つ
ゝ

か
へ
り
た
り
。
午
後
は
十
二
時
過
に
出
か
け
、
山
て
の
方
を
三
時
過
ま
で
あ
る
き
、
よ

く
運
動
を
し
て
か
へ
る
。 

 

二
十
五
日 

天
気
よ
し 
風
南
な
り 

起
き
て
い
ろ

〱
の
事
し
、
午
後
山
へ
行
。 

 

二
十
六
日 

天
気
よ
し 

な
に
も
か
く
べ
き
事
な
け
れ
ば
や
め
。 

 

二
十
七
日 

天
気
大
に
よ
し 

此
日
は
又
御
両
親
様
東
京
へ
御
帰
り
ゆ
ゑ
、
亭
【
停
】
車
場
ま
で
御
見
送
り
に
行
。
十
二

時
四
十
九
分
大
磯
発
に
て
御
出
立
に
な
る
。
か
へ
り
に
禱
龍
か
ん
の
方
へ
行
、
歌
子
様

の
御
宅
に
御
菓
子
な
ど
御
だ
し
に
な
る
。
そ
れ
よ
り
家
に
か
へ
る
。 

 

二
十
八
日 

天
気 

午
後
一
時
頃
よ
り
海
岸
へ
行
、
皆
々
打
す
わ
り
、
横
に
な
つ
た
り
何
か
し
て
い
た
り
し

に
、
い
つ*

の
後
よ
り
し
ほ
来
り
、
に
ぐ
る
間
も
な
く
ひ
ざ
か
ら
下
は
し
ほ
だ
ら
け
に
な

り
、
い
そ
ぎ
家
に
か
へ
る
。
あ
と
の
人
々
は
足
位
な
も
の
で
、
さ
ほ
ど
多
く
は
あ
ら
ざ

り
き
。
そ
れ
よ
り
又
三
時
頃
よ
り
田
の
方
へ
ゆ
き
、
少
し
つ
み
草
し
た
り
。
少
し
寒
し
。 

＊
い
つ 

伊
都
子
の
こ
と
。 

 

三
月
一
日 

天
気 

此
日
は
か
み
を
そ
ろ
へ
、
午
後
三
時
よ
り
つ
み
草
に
行
。
た
く
さ
ん
と
り
き
た
り
。 

 

二
日 

天
気 

風
あ
り
て
寒
し
。午
後
よ
り
海
岸
へ
行
、小
磯
の
方
、橋
本
氏*

の
別
荘
の
所
ま
で
ゆ
き
、

町
の
方
へ
出
、
い
そ
ぎ
家
に
か
へ
る
。 

＊
橋
本
氏 

橋
本
綱
常
軍
医
総
監
。 

 

三
日 

天
気 

今
日
御
両
親
様
、
東
京
よ
り
御
帰
り
に
な
る
。
東
京
を
七
時
に
出
る
の
に
て
、
此
地
、

九
時
四
十
八
分
に
御
着
に
な
る
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
御
む
か
へ
に
行
、
御
道
同
【
同

道
】
し
て
家
に
か
へ
り
見
れ
ば
歌
子
様
御
出
に
な
り
、
桜
も
ち
な
ど
下
さ
る
。
師
の
君*

も
三
時
ま
へ
に
私
の
手
習
ひ
し
て
直
に
御
か
へ
り
に
な
る
。 

＊
師
の
君 

中
島
歌
子
の
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

四
日 

天
気 

此
日
は
歌
子
君
、
お
菓
子
を
こ
し
ら
へ
上
る
と
の
事
ゆ
へ
、
あ
ち
こ
ち
運
動
し
、
野
道

よ
り
す
ず
し
と
浅
野*

の
別
邸
の
方
へ
行
、
三
嶋*

の
所
よ
り
お
茶
な
ど
も
ら
ひ
、
ま
た

海
岸
の
方
へ
出
、
家
に
か
へ
る
。
凡
三
時
間
あ
る
く
。
か
へ
り
て
見
れ
ば
歌
子
【
様
】
は

い
ま
来
た
所
に
て
、
い
な
り
ま
ん
ぢ
ゆ
う*

を
こ
し
ら
へ
下
さ
る
。 

＊
浅
野 

浅
野
総
一
郎
。
浅
野
財
閥
創
設
者
、
セ
メ
ン
ト
王
と
称
さ
れ
た
。 

＊
三
嶋 

三
嶋
弥
太
郎
。
三
嶋
通
庸
子
爵
の
長
男
。
当
時
は
貴
族
院
議
員
。
の
ち
横
浜
正
金
銀
行

頭
取
、
日
本
銀
行
総
裁
な
ど
を
つ
と
め
る
。 

＊
い
な
り
ま
ん
ぢ
ゆ
う 

あ
ん
ド
ー
ナ
ツ
の
こ
と
。 

 
 

 
 

 

五
日 
朝 
天
気 

此
日
は
昼
飯
た
べ
お
わ
り
け
る
と
き
、
鵜
飼
婦
人
【
夫
人
】
ま
い
る
。
そ
れ
よ
り
方
ぼ
う

見
、
海
岸
へ
い
づ
。
少
し
し
て
雨
ふ
り
い
だ
す
。
い
そ
ぎ
禱
龍
か
【
ん
】
へ
行
、
歌
子
様
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の
所
へ
は
い
る
と
御
ち
そ
ふ
、
や
き
い
も
な
り
。
皆
た
べ
て
雨
晴
け
れ
ば
い
そ*

い
へ
に

か
へ
り
、
鵜
飼
も
五
時
の
汽
車
に
て
御
か
へ
り
に
な
る
。 

＊
い
そ 
い
そ
い
で 

 

六
日 

天
気 

午
後
一
時
こ
ろ
よ
り
海
岸
へ
出
、
亭
【
停
】
車
場
の
方
へ
行
。
山
へ
の
ぼ
り
、
此
山
は
商

人
の
と
ち
な
り
と
て
今
、
家
た
ち
か
け
な
り
。
そ
れ
よ
り
野
道
を
行
、
つ
く
し
な
ど
を

多
く
と
り
か
へ
る
。 

 

七
日 

天
気 

此
日
は
午
後
よ
り
海
岸
に
出
、
禱
龍
か
ん
の
方
ま
で
行
。
三
時
ま
で
居
、
家
に
か
へ
る
。 

 

八
日 

く
も
り 

朝
少
し
く
も
り
た
れ
ど
、
此
日
御
父
上
様
御
墓
参
の
為
一
寸
御
帰
京
に
な
る
。
午
後
運

動
出
、
か
へ
り
見
れ
ば
歌
子
様
御
い
と
ま
ご
ひ
に
お
出
に
な
る
。
明
日
よ
り
か
へ
る
と

の
事
、
そ
れ
よ
り
御
手
習
ひ
し
て
い
ろ

〱
の
事
し
、
夜
七
時
こ
ろ
禱
龍
か
ん
に
御
か

へ
り
に
な
る
。 

 

九
日 

雨 

五
十
一
度 

朝
お
き
み
れ
ば
雨
な
り
。
此
日
歌
子
様
御
帰
故
、
運
動
か
た
〱
御
見
送
に
行
つ
も
り
な

る
に
、
雨
終
日
降
い
て
外
出
出
来
ず
、
と
う

〱
こ
も
り
也
。 

 

十
日 

天
気 

暖 

七
十
二
度 

午
後
運
動
か
た

〱
町
の
写
真
や*

に
行
、
尚
子*

と
一
所
に
う
つ
す
。
此
日
出
が
け
に

田
中
永
昌*

来
り
、
父
上
様
道
よ
り
御
か
へ
り
に
な
る
。
そ
れ
よ
り
亭
【
停
】
車
場
へ
行
、

永
昌
か
へ
る
を
見
送
、
か
へ
れ
ば
め
づ
ら
し
く
山
木
の
花
来
る
。 

＊
写
真
や 

遠
藤
写
真
館
か
。
大
磯
町
の
南
本
町
に
あ
っ
た
。 

＊
尚
子
（
ひ
さ
こ
） 

鍋
島
直
大
六
女
。
伊
都
子
の
妹
。
明
治
二
十
七
年
生
ま
れ
で
、
の
ち
旧
大
和

郡
山
藩
主
家
で
伯
爵
と
な
っ
た
柳
沢
保
申
（
や
す
の
ぶ
）
の
長
男
で
あ
る
保
承
（
や
す
つ
ぐ
）

と
結
婚
。 

＊
田
中
永
昌 

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
生
ま
れ
。
佐
賀
県
士
族
。
鍋
島
直
大
侯
爵
家
扶
。
石
川

島
造
船
所
監
査
役
。 

 

十
一
日 

【
記
載
な
く
空
欄
】 

 

十
二
日 

く
も
り 

午
後
少
し
運
だ
う
に
出
、
木
細
工
屋
に
行
、
其
内
（
す
ま*

）
は
写
真
う
つ
し
に
ゆ
く
。 

＊
す
ま 

鍋
島
家
の
職
員
。 

 

十
三
日 

天
気 

天
気
な
れ
ど
風
つ
よ
く
、
一
寸
父
上
様
と
海
岸
へ
出
る
。
母
上
様
は
禱
龍
か
ん
へ
御
出

に
な
る
。 

 

十
四
日 

天
気 

三
十
二
度 

午
後
一
時
す
ぎ
に
松
平
様*

、
昭
子
様*

、
千
代
子
様
と
昭
子
様
の
御
子
様
と
御
出
に
な

る
。 ＊

松
平
様 

旧
讃
岐
高
松
藩
主
家
の
松
平
頼
聡
（
よ
り
と
し
）
伯
爵
と
思
わ
れ
る
が
不
明
。
な
お
、

千
代
子
は
頼
聡
夫
人
。 

＊
昭
子
様 
字
は
時
子
と
も
読
め
る
。
昭
子
は
松
平
頼
聡
八
男
の
頼
寿
（
よ
り
な
が
）
の
妻
で
あ

る
が
、
明
治
十
六
年
生
ま
れ
で
当
時
は
十
四
歳
で
あ
り
、
昭
子
か
ど
う
か
疑
問
は
残
る
。 
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十
五
日 

大
雨 

此
日
は
午
前
大
雨
な
り
し
に
三
時
こ
ろ
よ
り
雨
晴
、
今
、
す
ま
、
あ
い
、
み
ほ
、
と
き*

皆
写
真
に
ゆ
く
。 

＊
す
ま
、
あ
い
、
み
ほ
、
と
き 

鍋
島
家
の
職
員
。 

 

十
六
日 

少
し
雨 

朝
少
し
あ
め
ふ
る
。
午
後
よ
り
は
れ
る
。
運
ど
う
に
出
る
。 

 

十
七
日 

天
気 

今
日
は
父
上
様
、
沼
津*

へ
御
機
嫌
う
か
が
ひ
に
御
出
に
な
る
つ
も
り
に
て
、
七
時
五
十

一
分
と
の
事
な
り
し
が
、
此
車
は
人
は
の
せ
ぬ
と
の
事
故
、
し
か
た
な
く
八
時
の
車
に

て
か
ま
倉*

へ
御
出
に
な
る
。 

＊
沼
津 

沼
津
御
用
邸
と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
、
明
治
天
皇
と
昭
憲
皇
太
后
は
京
都
に
滞
在
中
で

あ
り
、
嘉
仁
親
王
（
の
ち
大
正
天
皇
）
は
葉
山
御
用
邸
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
。 

＊
か
ま
倉 

前
田
利
嗣
侯
爵
の
別
荘
が
あ
っ
た
。
別
荘
は
一
度
焼
失
し
た
が
、
の
ち
に
利
嗣
を
継

い
だ
利
為
が
洋
風
に
全
面
改
築
し
、
現
在
は
鎌
倉
文
学
館
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
鍋
島
直
大
の

長
女
で
伊
都
子
の
姉
で
あ
る
朗
子
は
利
嗣
夫
人
で
、
鍋
島
家
と
前
田
家
は
姻
戚
で
あ
っ
た
。 

 

十
八
日 

天
気 

六
十
九
度 

今
日
は
又
父
上
様
御
帰
京
遊
ば
さ
る
。
後
、
十
二
時
四
十
八
分
の
車
に
て
母
上
様
、
伊

都
子
、
尚
子
皆
平
塚
へ
松
露*

を
と
り
に
行
。
多
く
と
れ
、
家
に
か
へ
り
ざ
る
に
入
み
れ

ば
お
ほ
か
た
三
合
の
よ
【
余
】
あ
り
た
り
。 

＊
松
露
（
し
ょ
う
ろ
） 

担
子
菌
類
の
食
用
き
の
こ
。
春
と
秋
に
松
林
中
に
生
じ
る
。
通
常
は
地

中
に
埋
も
れ
て
い
る
が
、
な
か
ば
地
上
に
で
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
球
状
で
傘
茎
の
区
別
は
な

い
。
吸
物
の
実
な
ど
に
し
た
。
昭
憲
皇
太
后
な
ど
も
し
ば
し
ば
沼
津
御
用
邸
周
辺
の
松
林
で
松

露
と
り
に
興
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

 

十
九
日 

又
雨
と
雪 

今
日
、
父
上
様
大
磯
へ
御
出
に
な
る
。
四
時
七
分
に
御
着
に
な
る
。 

 
 

 
 

 
 

二
十
日 

又
雨 

此
日
は
外
出
な
し
、
家
に
こ
も
る
。 

 

二
十
一
日 

晴 

風
ひ
ど
く
又
外
出
な
し
。 

 

二
十
二
日 

天
気 

今
日
は
前
田
様*

十
一
時
二
十
一
分
に
て
御
着
に
な
る
に
て
、
亭
【
停
】
車
場
ま
で
御
出

迎
ひ
に
行
。
そ
れ
よ
り
家
に
行
、
い
ろ

〱
御
み
や
げ
い
た
だ
き
、
方
ぼ
う
御
ら
ん
遊

ば
し
お
ひ
る
め
し
上
り
、
午
後
よ
り
海
岸
へ
行
、
う
ら
の
松
ば
ら
に
を
れ
ば
、
慈
貞
院

様*

御
出
に
な
る
。
そ
れ
よ
り
か
へ
り
御
や
つ
を
め
し
上
り
、
そ
ろ

〱
し
て
前
田
様
御

か
へ
り
に
な
る
に
て
、
又
か
け
だ
し
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
御
見
送
り
に
行
、
御
な
ご

り
お
し
く
存
候
。 

＊
前
田
様 

前
田
利
嗣
侯
爵
。
利
嗣
は
明
治
七
年
に
加
賀
前
田
家
を
継
ぎ
、
明
治
十
五
年
に
夫
人

の
宣
と
離
別
し
、
そ
の
後
、
鍋
島
直
大
長
女
の
朗
子
と
再
婚
し
た
。 

＊
慈
貞
院
様 

松
平
慈
貞
院
（
健
子
・
貢
姫
）。
天
保
十
年(

一
八
三
九)

、
十
代
鍋
島
直
正
の
長
女

と
し
て
誕
生
。
直
大
の
姉
で
、
伊
都
子
の
伯
母
に
あ
た
る
。
七
歳
の
時
、
直
正
の
正
室
盛
姫
に

よ
り
江
戸
へ
呼
び
寄
せ
ら
れ
養
育
さ
れ
た
。
安
政
二
年(

一
八
五
五)

、
川
越
藩
主
松
平
直
侯
と
結

婚
し
た
が
、
六
年
後
に
直
侯
は
病
没
。
慶
応
四
年(

一
八
六
八)

、
貢
姫
は
江
戸
を
発
ち
武
雄
で
の

転
地
療
養
の
後
、
佐
賀
城
で
直
正
の
継
室
筆
姫
ら
と
過
ご
し
た
。
明
治
四
年(

一
八
七
一)

直
正
の

43 



―   (7) ― 

 

葬
儀
に
上
京
し
て
以
来
、
鍋
島
家
の
庇
護
の
下
で
八
十
歳
の
天
寿
を
全
う
し
、
大
正
七
年(

一
九

一
八)
五
月
に
亡
く
な
っ
た
。 

 

二
十
三
日 

晴 

此
日
あ
ま
り
天
気
よ
け
れ
ば
、御
伯
母
様*

と
御
一
所
に
平
塚
へ
松
露
と
り
に
十
二
時
四

十
八
分
に
て
行
。
行
み
れ
ば
た
く
山
あ
つ
て
う
れ
し
く
、
そ
ら
又

〱
〱
〱
と
い

ふ
や
う
に
出
、
五
時
五
十
分
に
て
大
磯
へ
か
へ
る
。 

＊
御
伯
母
様 

慈
貞
院
。 

 

二
十
五
日 

天
気 

今
日
は
か
ま
倉
へ
行
。
八
時
二
十
八
分
に
て
出
か
け
、
鎌
倉
へ
九
時
こ
ろ
に
着
す
。
そ

れ
よ
り
少
し
の
内
御
話
を
し
て
お
庭
へ
行
。
か
へ
り
て
御
せ
ん
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
よ

り
又
つ
み
く
さ
に
行
、
か
へ
り
て
お
や
つ
を
た
べ
、
そ
ろ

〱
し
て
か
へ
る
。
又
は
ん

け
ち
を
ふ
り
な
ど
し
て
か
へ
り
ぬ
。 

 

二
十
六
日 

雨 

終
日
降
つ
づ
き
、
外
出
な
し
。 

 

二
十
七
日 

く
も
り 

朝
ま
だ
少
し
降
い
れ
ば
い
か
が
と
思
ひ
い
た
り
し
に
、
午
後
よ
り
晴
、
お
な
ご
り
に
一

寸
運
動
に
出
る
。
少
し
村
の
方
へ
行
け
ば
道
わ
る
く
、
ど
ろ
の
中
に
下
駄
は
ま
り
、
た

は
た
ひ
も
な
く*

よ
ご
れ
た
り
。 

＊
た
は
た
ひ
も
な
く 

「
た
わ
い
も
な
く
」
の
意
か
？ 

 

二
十
八
日 

雨 

ま
た

〱
雨
に
て
い
か
が
と
あ
ん
じ
い
た
り
し
に
、
午
後
は
い
よ
い
よ
出
立
と
な
り
た

れ
ば
、
天
気
も
よ
く
な
り
、
い
さ
ぎ
よ
く
い
で
た
ち
た
り
。
五
時
こ
ろ
東
京
な
る
家
に

着
し
た
り
。
め
で
し
く
。 
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